
採択された請願、陳情の処理経過
県士整備部

採択された 受理番号 件 名 処理の経過及び結果
定例会の別

平成 22年 請 願 鉄鋼需要の喚起及び鋼材の安
第 1回定例会 第 67号 定供給につながる政策の実現を

求めることについて
(一重県鉄鋼特約応組合)

①公共事業の発注に際して市況 積算に計上する建設資材単基価づ
の建設資材価格を迅速に反映 は、市場の実勢価格調査に
した積算への見直し き、年す2回の定期改訂を行って

いま
特に生コンクリートや鋼材な

どの主要資材 9品目について
は、一定の価格変動があった場
合に随時改訂を行っています。

また、工事契約後においても、
建設資材の価格に変動が生じ、
その増減が、請負金額の一定率

を超えた場合に建設工事基請づ負き契
約書のスライド条項に 契
約変更を行っており、平成21 
年度から平成 23年度にかけ
て、 22件の実績があります。

②発注者から県内取扱庖への代 代理受領について、県発注工
金を直接支払う制度(代理受 事では、建設工事請負契約書の
領、工事及び材料の分離発注) 条項で代理受領を定めており、
の実施 制度の活用の周知に努めた結

果、平成 21年度から平成 23
年度にかけて 83件の実績があ
ります。
また、工事及び材料の発注に

ついて、特別な理由があるす場合
には分離発注を行っていま

③県内取扱庄からの資材購入の 県発注工事における、県内取
促進 扱厄からの資材購入の促進につ

いて、平成 23年度から特記仕
様蓄に明記しています。
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採択された請願、陳情の処理経過
県土整備部

採択された 受理番号 件 名 処理の経過及び結果
定例会の別

平成 22年 請 願 北勢沿岸流域下水道(南部処
第 1固定例会 第 66号 理区)南部浄化センターの放流

水による黒のり養殖に対する影
響についての迅速な対応及び、振
興策を求めることについて
(鈴鹿市漁業協同組合)

①現在行われている北勢沿岸流 平成 19年度から平成 21年
域下水道南部浄化センターの 度にかけて現地調査を実施し、
放流水による黒のり養殖への その調査結果と専門家の意見を
影響調査の早急な対応 平成 22年 11月 12日に鈴鹿

市漁業協同組合に報告しまし
た。

②今後の黒のり生産額減少に対 黒のり養殖をはじめとした漁
する生活安定のための支援及 業振興策を進めるために、平成
び漁業振興策 23年4月に県、鈴鹿市、二重

県漁業協同組合連合会及び鈴鹿
市漁業協同組合で設立した協議
会において、漁業振興に取り組
んでいます。
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紀伊半島大水害等による県内の公共土木施設災害の復旧状況

1 .公共土木施設災害の状況

平成 23年は、 5月の台風2号に始まり 9月の台風 15号まで、 8沼に及ぶ

豪雨等により、県内では691件の公共土木施設災害が発生しました。

特に、紀伊半島大水害による被害は甚大で、熊野建設事務所管内では268

件の公共土木施設災害が発生しました。

2.現在の復旧状況

一日も早い復旧に向け工事の早期発注に努めており、平成 24年5月末時点

で県内の発注済件数は 529件(発注率77%) となっています。

熊野建設事務所管内の一部の災害は、本庁各課及び各建設事務所等で積算業

務の支援を行っており、原形復旧を行う単独災害復旧事業については、平成

24年度末までにすべての工事発注を予定しています。

また、原形復旧のみではその効果が限定される場合、再度災害を防止し機能

向上を図るため、災害復旧事業費に改良費を加えて行う改良復旧事業について

は、市町と連携を図り、改良計画や用地買収にかかる地元の理解を得ることに

努めているほか、工事着手が可能な箇所から工事を発注しています。

3.今後の復旧予定

単独災害復!日事業については、平成24年度末までに約 93%の箇所の完成

を予定しています。

改良復旧事業については、計倒的な事業実施により 3 年~4年での完成を予

定しています。

県管理道路については、平成 24年4月末時点で 15路線 21箇所の通行止

めが継続しており、計耐的に工事を進めることにより、平成 24年度末までに

1 1路線 16箇所の通行止めを解除し、平成 25年度末までに全ての箇所の解

除を予定しています。

復旧にあたっては、紀伊半島大水害等による公共土木施設災害への対応を最

優先課題と捉え、スピード感を持って的確な対応を図るとともに、地域住民が

不安を募らせないよう関係市町と連携して丁寧な情報提供にも努めます。
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[紀伊半島大水害等による県内の公共土木施設災害の復旧状況)

単位:百万円

戸Z言語すIl
全体被害額 発注 完成

H23年災害
|件数 | 事業費 件数 事業費 件数率 件数 事業費 件数率

27 531 26 431 96.3犯 24 382 89% 

災 |四同同時 室誌研 | 22 494 22 494 100.0% 14 164 64弘

害|鈴鹿建設事務所 6 21 6 21 100.0% 5 12 83% 

40 529 37 319 92.5% 15 95 38% 

復
|松阪建設事務所 72 2.416 63 2.000 87.5% 10 76 14% 

mc > |日 伊塾建設事務所 115 2.624 85 1.744 73.9% 25 168 22% 

志摩建設事務所 5 27 5 27 100.0% 5 27 100弘
事

75 636 69 557 92.0% 63 479 84九

業 I ~替瑠語宣車百匹 61 2，328 60 2.320 98.4% 25 260 41% 

268 9.959 156 5.700 58.2% 5 34 2% 

691 19.565 529 13.613 76.6% 191 1.697 28% 

(進捗状況と今後の予定 I
100首

75弘

50覧

25見

0% 

H24目3 H24.5 H24.9 H24.12 H25.3 H25.9 H26.3 H26.12 

間災害全体| ト-124.3 H24.5 H24.9 H24.12 H25.3 H25.9 

件数 434 529 665 675 685 691 6911 691 

発注 |発注率(件数) 63% 77% 96覧 98% 99見 100% 100犯| 100% 

1:事業費(百万円) 19.565 7.421 13.613 18.610 18.997 19.345 19.565 19.565 

件数 691 47 191 363 501 641 685 691 

完成 完成率(件数) 99% 99%1 100% 

事業費(百万円) 19，135 19.135 19，565 
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(改良復旧事業箇所 I

一級河111重出川水系所谷川
砂防災害関連事業

一般国道368号(所JII橋)
橋梁災害関連事業

主要地方道七色峡練(上流域)
道路災害関連事業

主要地方道七色峡練(中流域)
道路災害関連事業

主要地方道七色峡練(下流域)
道路災害関連事業

[県内の改良釦日事業について]

一級河川大内山川

河川災害関連事業

一般国道425号

道路災害関連事業

二級河川弁戸川水系大馬谷川

砂防災害関連事業

二級河川井戸川水系井戸川

砂防災害関連事業

二級河川井戸川

河川災害復旧助成事業

ニ級河川志原川水系大川

砂防災害関連事業

ニ級河川志原川

河川災害関連事業

(事業費総括表:
路河川 名 ヱ 種 事業 延長

津管内

所谷111 1 砂防 700m 

国道368尋 〈所 川 橋) 1 槽梁 11 m 

小計(2箇 所 ) 1 

伊勢管内

大 肉 山川 l 河 川 1.060m 

小計(1箇所〉

尾鷲管肉

国道425号 l 道路 240m 

小計(1箇所) 1 

熊野管内

全体言十面積

事業費 l 災害費 | 改良 費

H23 

事業費

単位:百万円
H24 1 H25以降

事業費 I残事業費

者空~.l... ... ........… 1 空全 1..!?:3. I... . ... . ...……..~ ??.L.“一一一一 9竺L..ーー ー116
113 69 441 43 33 37 

449 252 1971 165 131 153 

525 333 1921 246 117 162 

525 333 1921 246 117 162 

475 355 1201 150 44 

475 355 1201 150 281 44 

l 井戸~Hi:::::::::::::: :: ::::: ::::::::::::::: ::I : ::::::~~:::::::l ::::::::J::~~:~:~: : :::::::I::: : ::: ア| 781 ; 竺l 円:7l : !?|; 771 井 川 l 沙防 1 1.590m 1 1.4511 7661 6851 5141 2501 687 
七色幌線(上 流域) 1 道路 1 1.200m 1 1.1171 6791 4381 2861 2281 603 

l 七 色峡綿〈中流域) 1 道路 1 490m 1 3401 2241 1161 1201 961 124 

七 色 l峡練〈下 流域) 1 道路 1 1.470m 1 2511 1741 771 831 721 96 

大鳥谷川 l 砂防 1 470m 1 2721 1621 1101 1511 581 63 

大 111 1 砂防 1 540m 1 2081 1281 801 731 631 72 

志原川 | 河 川 1 180m 1 4811 3281 1531 1661 1001 215 

小 宮十(8箇所) 1 1 1 5.6101 3.2491 2.3611 1.9101 1.0691 2.631 

合計(12箇所) 1 1 1 7.0591 4.1891 2.8701 2，4711 1.59ST 2.990 

[ 進捗状況と今後の予定 l 
80 

60 

40 

20 

工事費

圃 測量試験費

園 用地補償

H24.5.30 

費目毎の進捗率
H24.5.30 

合計 9% 

工事費 6% 

;lll量獄験資 77% 

用地補償費 0% 

H24.9 

発

H24.9 H25.3 

39唱 58覧

36首 56弛

100% 100唱

31% 89覧

|事業費ベース |

H25.3 H25.9 

注

H25.9 H26.3 H26.9 H27.3 

80唱 88弘 100覧 10日目

79目 87目 100弘 100首

100目 10m. 100% 100% 

91首 100% 100弘 100% 

H26.3 H26.9 H27.3 

宅フ金t 成

H24.5.30 H24.9 H25.3 H25.9 H26.3 H26.9 H27.3 

0百 10首 36% 56% 83唱 93% 10mb 

0% 7出 32弛 54出 82% 92% 10日目

O~， 94首 100% 100百 100唱 10010 100九

0% 31% 89弘 91也 100拡 100% 100首
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[熊野建設事務所管内の井戸川流域における改良復旧事業について l
① (河床担問g)

⑥ 
改良縞員W=5.5m

④⑤  (流木対策)

匿盟冨軍軍ヨ

③ (河積拡大・道路拡幅)

一守
大拡の面断可

熊

野

灘
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[ 通行止箇所一覧 ] 

[ 県内の道路通行止について I 
: 通行止路線と今後の解除予定 ] 

路線名称 通行止箇所数

松
国道422号 2箇所

阪

伊 県道南島紀勢線 1箇所

勢 県道桧原大内山線 1箇所

伊|県道滝之原美旗停車場線 1箇所

賀| 県道名張青山線 1箇所

県道中井浦九鬼線 1箇所

尾
県道大杉谷海山線 1箇所

鷲
国道425号 1箇所

県道熊野川紀和線 1箇所

県道飛鳥目浦線 1箇所

規制原因 通行止解除予定

路肩決壊
平成24年5月末

7月末

路肩決壊 平成24年12月末

路肩決壊 平成25年3月末

路肩決壊 平成24年5月中旬

法面崩落 平成24年5月中旬

法面崩落 平成24年6月末

路肩決壊 平成25年3月末

法面崩落 平成26年3月末

路肩決壊 平成24年6月下旬

法面崩落 平成24年7月上旬

法面崩落
‘平成24年6月下旬

路肩決壊
7月上旬

8月中旬

橋梁流失 平成25年3月末

法面崩落 平成25年3月末

法面崩落 平成25年3月末

橋梁流失等 平成25年10月末

法面崩落 平成26年3月末

法面崩落 平成25年10月下旬

橋梁流失等 平成26年3月末

15路線21箇所が通行止め

『 ζ::J.--

平成24年度上半期末までに7路線10箇所を解除

『 ζ〉

平成24年度下半期末までに計11路線16箇所を解除

『 ζ〉

平成25年度末までに全15路線21箇所を解除

道路の被災状況 ] 

熊

野

県道熊野矢ノ川線 3箇所

県道新鹿佐渡線 1箇所

県道飛鳥日浦線 1箇所

県道熊野川紀和線 1箇所

県道七色峡線 1箇所

県道紀宝川瀬線 1箇所

県道小船紀宝線 2箇所

15路線 21箇所計

25 
寸
|」

{疋予除
一
刀
牛

一h伯
月

一の一止一
行一通

20 

11 15 

10 

10 5 

。

21 
16 

H24.3末 H24.9.末 H253末 H26.3，末
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(紀伊半島大水害における公共土木施設災害の復旧状況 l
① 七色峡線(熊野市井戸町) ④ 赤羽J11 (紀北町紀伊長島区)

② 木本港(熊野市木本町) ⑤ 劃 11(大台町岩井)

港湾の埋塞

③ 大和田J11 (紀宝町浅里) ⑥ 大内山JlI(大紀町大内山)
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